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A2 @B2 トンタってとこ明日なちゅみのお母さんが連れてってくれるらしい (((o(*
▽*)o)))おいしい？
B2 @A2 美味しいですょ~ゆきなのおうち近かったです (//∇//)豚丼のお店です本
当に美味しいですょ (ˆ◇ˆ)夏とか一時間待ちですもん♪
A2 @B2ちかかったんだ！ ♪てか、そんなに待つほど美味しいのね！！！ 明日楽
しみヾ (＠⌒ー⌒＠)ノ
B2 @A2 美味しいですょかなり (・∇・)~ダチョウのとことか面白いですょ (*´
ω｀*)
A2 @B2 ダチョウのとこ U・x・U？ なんぞやそれは ( ’Θ’ )
B2 @A2 ダチョウの牧場みたいなとこです (●ˆoˆ●)
A2 @B2 そんなとこあるんだねー＠ ’ェ’＠！
B2 @A2 ありますょ♪あとどこいくんですか？
A2 @B2 なんかよくわかんないけど、スイートポテトのおいしいとこ？ とかいろ
いろだってさ U・x・U♪
B2 @A2 クランベリーですね？






























































































るため，発話文 dの発話役割をベクトル Vd = (x1; x2; :::; xR)と表す．x1; x2; :::; xR は表 3.1
の発話役割を表し，R = 23である．ベクトル Vdの値は，発話文に含まれる助詞・助動詞の
意味の数と，意味に対応する発話役割の重みから与えられる．発話文 dに含まれる助詞・助



























d2Ds xl;d  T
0　 otherwise
(3.2)
式 3.2は，話者 sの発話文の集合Dsの中の発話役割ベクトルの各要素 xl;dを合計し，その
値が閾値 T を超える要素数を求めている．[1]では，T = 1:0としている．k(s)と入力の発話
テキストに含まれる話者の発話文の数 l(s)から，話者 sa，sbの仲の良さスコア F (sa; sb)を式
(3.3)によって求める．


































































に対して P (cjd)が最大となるクラス cを出力する．特徴量ベクトル dの次元を jdjで表すと
すると，多項モデルでは語彙 V の中から一つ単語を選ぶ操作を jdj回繰り返すことで文書を
生成する．クラス cにおいて，次元 iに単語wが選ばれる確率を pw;i;cで表す．よって多項モ
デルのナイーブベイズ分類器は



















が得られる．この推定式の nw;i;c はクラス c に属する訓練文書全体での w の出現回数，P
w nw;i;cはクラス cに属する訓練文書全体での全単語の出現回数を求めることに対応する．



































c26 bh Rhetorical question continuer
c27 b default agreement or continuer
c28 ny Yes answers
c29 nn No answers
c30 na Affirmative non-yes answers
c31 ng Negative non-no answers


















す．表 5.1より，議論スコアに用いる発話役割を 9種類，DAMSLタグを 18種類に限定する．
発話文 dの発話役割をベクトル Vd = (x1; x2; :::; xR)で表すため，本研究ではR = 9となる．










発言意図 意味 対応する発話役割 対応する DAMSLタグ
提起 問題・話題の提案等，新し
い話題の提示
提案，話題転換 qo, t3, ad
確認 yes・noで答えられる質問 確認 qy
説明 現在の話題に関する付加
情報や詳細情報の提示
知識提供 sd, sv, co
同意 賛成の立場表明 賛成 aa, aap, bk
非同意 反対の立場表明 反対 ar











数 k(s)は，式 (3.2)によって求められる．k(s)と会話のツイート数 tから，会話 cの議論スコ


































d2Ds P (ld)  T
0　 otherwise
(5.4)














Twitterにおける 2013年 4月 1日～2013年 4月 30日の期間に存在する会話からサンプリン
グした 100会話を本研究で用いるデータセットとする．ここでは，二者による往復するリプ
ライを行う行為を Twitterにおける会話とする．起点となるツイートからリプライの連鎖が終
了するまでが 1つの会話である．会話の最後のツイートの投稿時刻が 2013年 4月中に存在し
ていれば，会話のどのツイートの投稿時刻が期間外であっても，そのツイートを含めた会話
をコーパスとして用いる．各会話に対し，人手により他者から知識を得る目的が存在するか






に必要であり，ベクトルの成分の強さが閾値を超えた数を種類数として扱う．閾値は T = 0:1
から T = 2:0まで 0.1ずつ変化させた．
6.2.1 実験結果
Score1における相関係数の変化を図 6.1，Score3における相関係数の変化を図 6.2に示す．
図 6.1より，Score1は T = 0:6及び T = 0:7のときに最も高い相関係数の 0.593を示した．同
様に図 6.2より，Score3は T = 0:8のときに最も高い相関係数の 0.595を示した．いずれの









































































Score1 Score2 Score3 ツイート数 平均文字数 仲の良さスコア
0.593 0.555 0.595 0.185 0.498 0.447







































































クラスタ 12も同様に，締めの挨拶である「fc A」が 2番目に高く，「fc B」が最も高い．感
謝を表す「ft A」も 2番目に高い．クラスタ 9は「fc A」が最も高く，「fc B」が 2番目に高い
ため，クラスタ 12と似ていることがわかる．しかし，「fc B」の値にクラスタ 12の値と差が




クラスタ 17は「fe A」が最も高く，Aの感嘆が多いと予想される．表 6.6のクラスタ 17の
会話を見ると，Aは「え？」や「おお！」のような感嘆を示す発話を多く行っていることが
わかる．





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































お休みです (´▽ ‘ )
おやすみーっ (:3」∠)
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